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一
、
調
査
に
至
っ
た
経
緯

大
雨
の
あ
っ
た
あ
る
日
、
自
治
会

内
の
あ
る
場
所
で
、
道
路
の
端
の
Ｕ

字
溝
の
水
は
け
が
悪
く
、
水
が
溢
れ

て
困
る
と
の
相
談
が
、
自
治
会
並
び

に
消
防
団
に
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
自
治
会
と
し
て
、
Ｕ
字

溝
の
蓋
を
開
け
、
Ｕ
字
溝
の
実
態
を

調
査
す
る
と
と
も
に
、
と
り
あ
え
ず

と
し
て
、
溝
内
掃
除
を
行
っ
た
。

結
果
と
し
て
理
解
は
、
原
因
と
な

っ
た
場
所
で
は
、
基
本
的
に
水
を
集

め
て
流
す
機
能
を
保
持
し
て
な
く
、

幾
つ
か
の
疑
問
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
れ
は

・
Ｕ
字
溝
本
来
の
目
的
の
機
能
を

持
っ
て
い
る
の
か

・
Ｕ
字
溝
に
流
入
し
た
雨
水
の
流

れ
て
い
く
先
が
あ
る
の
か

・
Ｕ
字
溝
掃
除
は
、
あ
の
重
い
蓋
を

開
け
て
す
る
の
か

・
Ｕ
字
溝
の
管
理
者
は
誰
か

こ
れ
ら
の
疑
問
を
き
っ
か
け
に
、

自
治
会
役
員
会
で
、
早
々
に
次
の
内

容
の
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
内
容

・
Ｕ
字
溝
を
含
め
た
道
路
や
雨
水

の
管
理
を
ど
こ
が
す
る
の
か

・
道
路
に
降
っ
た
雨
が
ど
こ
に
流

れ
る
か

・
Ｕ
字
溝
は
水
が
流
れ
る
状
態
を

確
保
さ
れ
て
い
る
か

・
Ｕ
字
溝
の
蓋
は
安
易
に
と
れ
る

状
態
で
あ
る
か

・
道
路
そ
も
そ
も
が
健
全
さ
を
保

っ
て
い
る
か

・
道
路
の
側
壁
部
分
に
倒
壊
な
ど

の
心
配
は
な
い
か

調
査
体
制

・
役
員
が
９
月
中
旬
に
実
施

・
自
治
会
内
の
道
路
の
管
理
区
分

を
市
に
開
示
依
頼

・
私
道
に
対
し
て
行
政
の
関
与
で

き
る
範
囲

本
だ
よ
り
に
お
い
て
、
以
上
の
結

果
を
ま
と
め
て
ご
報
告
す
る
。

二
、
自
治
会
内
の
道
路
の
種
類

自
治
会
内
を
走
る
道
路
は
次
の
分

類
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。

①
図
中
■
で
示
す
県
が
管
理
す
る

道
路
（
県
道
市
川
松
戸
線
の
道
路
部

分
と
歩
道
部
分
）

②
図
中
■
で
示
す
市
が
管
理
す
る

道
路
（
市
道
）

③
図
中
■
で
示
す
市
の
管
理
す
る

道
路
（
法
定
外
公
共
物
）

④
図
中
■
で
示
す
市
が
管
理
す
る

道
路
（
表
面
管
理
の
み
で
財
産
は
国

と
県
が
管
理
す
る
一
級
河
川
の
側

道
部
分
）

⑤
図
中
色
付
け
が
な
い
近
隣
住
民

が
管
理
す
る
道
路
（
私
道
と
し
て
住

民
が
分
担
保
有
し
て
い
る
部
分
）
）

三
、
雨
水
は
ど
の
よ
う
に
流
れ
る

自
治
会
内
に
降
り
注
い
だ
雨
は
、

次
の
幾
つ
か
の
ル
ー
ト
を
通
り
、
真

間
川
に
流
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
真

間
川
よ
り
北
側
地
区
は
、
真
間
川
の

水
位
が
あ
る
高
さ
に
な
る
と
、
排
水

が
で
き
な
く
な
り
、
真
間
川
の
水
位

に
連
動
し
て
溢
水
す
る
。

①
県
や
市
の
設
置
す
る
排
水
溝
経

由
で
流
入
（
真
間
川
よ
り
北
側
）

県
道
■
と
、
市
道
■
に
設
置
さ
れ

て
い
て
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
（
鉄
格
子
）

部
分
で
排
水
溝
に
流
れ
込
み
、
真
間

川
に
合
流
。
真
間
川
の
水
位
が
高
い

場
合
は
、
真
間
川
の
水
位
と
同
じ
に

な
る
た
め
溢
れ
る
。

②
県
や
市
の
設
置
す
る
排
水
溝
経

由
し
て
流
入
（
真
間
川
よ
り
南
側
）

県
道
■
と
、
市
道
■
に
設
置
さ
れ

て
い
て
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
（
鉄
格
子
）

部
分
で
排
水
溝
に
流
れ
込
み
、
ポ
ン

プ
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
真
間
川
に
排

水
さ
れ
、
真
間
川
の
水
位
が
高
い
場

合
で
も
排
水
は
続
け
ら
る
。

③
Ｕ
字
溝
な
ど
を
通
じ
て
①
の
排

水
溝
に
流
入

一
部
の
市
が
管
理
す
る
道
路
■

や
私
道
の
一
部
で
は
Ｕ
字
溝
や
、
道

路
を
経
由
し
て
、
①
の
排
水
溝
に
流

入
し
て
真
間
川
に
合
流
。

④
Ｕ
字
溝
を
経
由
し
て
真
間
川
に

直
接
流
入

真
間
川
に
隣
接
す
る
道
路
■
の

一
部
は
、
過
去
に
設
置
さ
れ
た
Ｕ
字

溝
な
ど
を
経
由
し
、
直
接
真
間
川
に

放
流
。
古
い
家
の
庭
な
ど
か
ら
の
排

水
も
含
ま
る
。

⑤
道
路
か
ら
直
接

真
間
川
に
流
入

真
間
川
に
隣
接

す
る
道
路
■
の
部

分
の
大
半
は
、
真

間
川
の
側
壁
に
設

け
ら
れ
た
排
水
溝

を
経
由
し
て
、
直

接

真

間

川

に

排

水
。

⑥
排
水
の
経
路
が

不
明
の
も
の

私
道
（
色
付
け

の
な
い
部
分
）
の

大
半
は
、
Ｕ
字
溝

の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
経
路
の
土

砂
堆
積
、
植
物
繁

茂
、
流
入
先
不
明
、

重
量
蓋
の
敷
設
な

ど
も
あ
り
、
流
入

先
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
大
量
の

雨
水
に
は
耐
え
ら
れ
ず
に
溢
水

し
、
。
自
然
の
吸
収
に
よ
っ
て
い
る

と
考
え
る
。

⑦
大
雨
時
に
溢
水
の
心
配
箇
所

自
治
会
エ
リ
ア
の
中
に
は
、
集
中

豪
雨
時
に
洪
水
が
心
配
さ
れ
る
場

所
が
あ
る
。
そ
れ
は
図
中
①
の
箇

所
、
次
に
心
配
な
の
が
②
の
部
分
。

い
ず
れ
も
市
の
敷
設
し
た
排
水
管

と
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
通
じ
て
、
真
間

川
が
一
定
の
水
位
に
達
す
る
と
溢

水
始
め
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
と

し
て
も
長
年
に
わ
た
っ
て
、
県
や
市

に
真
間
川
よ
り
南
側
同
様
に
、
ポ
ン

プ
ア
ッ
プ
排
水
す
る
よ
う
要
請
し

て
い
る
が
、
い
ま
だ
解
決
の
見
通
し

が
な
い
。
現
状
で
は
、
大
雨
の
時
に

常
時
監
視
し
、
で
き
る
だ
け
早
い
対

処
で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
る
。

四
、
排
水
の
管
理
は
誰
が
行
う

市
の
担
当
者
に
よ
る
と
、
排
水
を

含
め
て
道
路
の
管
理
は
、
そ
の
所
有

者
な
ら
び
に
管
理
者
が
実
施
す
る

も
の
と
の
事
で
す
。
つ
ま
り
、
市
の

管
理
の
部
分
は
市
が
、
そ
れ
以
外
の

私
道
部
分
は
、
そ
の
所
有
者
が
管
理

す
る
の
が
決
ま
り
と
の
事
で
す
。

今
回
の
調
査
で
課
題
が
明
ら
か

な
、
私
道
が
長
距
離
に
及
ん
で
い
る

エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
そ

の
私
道
を
保
有
す
る
沿
道
住
民
が
、

排
水
の
流
れ
を
確
保
す
べ
き
作
業

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際

問
題
、
Ｕ
字
溝
の
蓋
を
開
け
る
こ
と

は
重
量
的
に
危
険
が
伴
う
こ
と
や
、

不
在
住
民
の
管
理
部
分
を
ど
う
す

る
か
、
そ
も
そ
も
誰
の
保
有
す
る
道

路
な
の
か
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
こ
と
は
明
白
。

（
裏
面
に
続
く
）

根
本
自
治
会
エ
リ
ア
の

排
水
や
道
路
を
調
査

関
口
克
之
さ
ん
新
役
員
に

こ
の
八
月
よ
り
関
口
さ
ん
が
、
新
た
に
根
本
自
治
会
役
員
メ
ン
バ
ー
に

加
わ
り
ま
し
た
。
関
口
さ
ん
は
、
自
治
会
の
活
動
の
う
ち
、
福
祉
環
境
な
ら

び
に
裏
面
に
記
載
の
デ
ジ
タ
ル
担
当
と
し
て
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
関
口
克
之
さ
ん
は
、
写
真
集
「
野
の
花
」

を
出
版
さ
れ
た
関
口
忠
氏
の
ご
子
息
で
す
。

関
口
克
之
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
二
年
市
川

に
生
ま
れ
、
大
日
本
印
刷
㈱
に
約
三
十
年
勤

め
ら
れ
、
そ
の
後
印
刷
広
告
関
係
の
仕
事
に

従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
会
の
発
展
に
向

け
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

① ②
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自
治
会
と
し
て
の
課
題
で
は
あ
る

も
の
の
、
簡
単
に
は
解
決
で
き
な
い

問
題
で
あ
る
こ
と
も
認
識
し
た
。

五
、
排
水
以
外
の
課
題

今
回
の
調
査
で
、
排
水
の
流
れ
以

外
に
道
路
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い

て
調
査
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
を
次

に
記
す
。

①
道
路
の
損
傷

今
回
の
調
査
で
私
道
部
分
に
道

路
の
大
き
な
損
傷
を
発
見
し
た
。
放

置
す
る
と
車
の
通
行
で
益
々
大
き

く
な
る
こ
と
、
歩
行
に
補
助
具
が
必

要
な
方
に
と
っ
て
危
険
性
が
高
い

と
判
断
し
た
。
市
役
所
と
相
談
の

上
、
緊
急
性
も
高
く
、
特
例
で
は
あ

る
が
、
市
に
埋
め
戻
し
て
頂
い
た
。

こ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
も
の

の
、
自
治
会
エ
リ
ア
に
は
、
損
傷
部

分
が
散
見
さ
れ
た
。
当
然
重
量
の
あ

る
車
の
通
行
に
よ
っ
て
損
傷
が
拡

大
す
る
の
で
、
早
め
の
手
当
て
が
不

可
欠
と
な
る
。

②
道
路
側
に
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る

構
築
物
な
ど

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
建
物
、
道
路

側
に
大
幅
に
は
み
出
し
た
植
栽
、
こ

れ
ら
も
小
規
模
だ
が
、
散
見
さ
れ

た
。
も
し
大
規
模
な
地
震
災
害
や
自

然
災
害
の
時
、
救
護
の
遅
れ
や
、
手

段
を
奪
う
事
に
も
繋
が
る
。
所
有
者

の
早
め
の
手
当
て
が
必
要
と
な
る
。

③
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
溢
れ
る
液
体

道
路
の
下
に
は
、
水
に
か
か
わ
る

上
水
、
雨
水
、
下
水
、
汚
水
な
ど
が

流
れ
る
配
管
の
他
に
、
電
力
や
電

話
、
ガ
ス
と
い
っ
た
他
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
配
管
も
敷
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
の
期
間
内
に
、
電
話

会
社
の
マ
ン
ホ
ー
ル
と
市
の
汚
水

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
以
下
の
特

徴
が
ご
ざ
い
ま
す
。

①
自
治
会
以
外
の
情
報
も
提
供

根
本
自
治
会
の
活
動
以
外
に
も
、

消
防
団
や
商
店
街
の
情
報
も
連
携

す
る
予
定
で
す
。
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
み
れ
ば
、
地
元
情
報
が
一
覧
で
き

ま
す
。

②
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
見
れ
る

ス
マ
ホ
で
見
る
と
が
文
字
が
小

さ
く
な
っ
た
り
、
画
面
が
切
れ
た
り

す
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
適
切
な
大

き
さ
で
表
示
し
ま
す
。

③
動
画
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
機

能
文
章
を
読
む
の
が
大
変
な
方
や
、

よ
り
臨
場
感
の
あ
る
情
報
提
供
と

し
て
、
動
画
や
画
像
を
多
く
取
り
入

れ
る
予
定
で
す
。

④
町
の
歴
史
や
文
化
の
情
報
整
理

根
本
は
歴
史
あ
る
古
い
町
で
す
。

昔
か
ら
住
ま
わ

れ
て
る
方
に
は

貴
重
な
写
真
や

資
料
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
町
の
宝
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル

保
存
を
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
に
は
書
道
や
絵
の
上

手
な
方
、
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の
好
き

な
方
、
一
芸
に
秀
で
る
方
や
達
人
が

お
ら
れ
ま
す
。
町
の
文
化
活
動
を
デ

ジ
タ
ル
で
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

⑤
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア

を
発
信
で
き
る
双
方
向
機
能

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
て

も
徐
々
に
使
わ
れ
な
く
な
る
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
新
し
い
情
報
や
面
白
い
企

画
を
取
り
入
れ
、
成
長
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

根
本
自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
来
春
開
設
！

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
の
溢
水
を
発

見
。
い
ず
れ
も
市
の
管
理
す
る
道

路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
に
連
絡

を
取
っ
て
対
応
を
お
願
い
し
た
。

六
、
今
回
の
調
査
の
ま
と
め

本
調
査
を
終
え
て
、
毎
日
利
用

す
る
自
治
会
内
の
道
路
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
管
理
者
の
保
有
管
理
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
た
。

特
に
私
道
部
分
が
多
く
あ
り
、

そ
こ
に
大
き
な
課
題
が
潜
在
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
持
ち
主

の
代
替
わ
り
、
共
同
住
宅
な
ど
へ

の
変
化
の
中
で
、
そ
の
管
理
体
制

の
認
識
の
消
失
が
あ
る
。

私
道
に
面
し
て
お
住
い
の
方

は
、
十
分
な
理
解
が
不
可
欠
と
同

時
に
、
将
来
展
望
が
不
可
欠
か
と

考
え
ら
る
。

参
考
ま
で
に
、
市
が
管
理
す
る

■
お
よ
び
■
と
同
様
の
管
理
と
な

る
条
件
を
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、

第
一
は
、
市
に
道
路
部
分
を
分
筆

登
記
し
て
寄
付
す
る
こ
と
。
第
二

は
、
道
路
の
起
点
か
ら
終
点
が
そ

れ
ぞ
れ
別
の
公
道
に
接
し
て
い
る

こ
と
。
そ
の
他
い
く
つ
か
の
条
件

が
あ
げ
ら
れ
た
。

基
本
は
、
市
の
管
理
で
も
私
の

管
理
で
も
、
自
分
た
ち
の
住
む
町

の
生
活
道
路
。
皆
さ
ん
の
通
行
に

問
題
が
な
い
か
と
い
う
目
で
見
守

っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

せ
っ
か
く
縁
あ
っ
て
こ
の
街
に

住
む
の
で
あ
る
か
ら
、
皆
さ
ん
の

協
力
で
、
よ
り
よ
い
街
に
し
て
い

き
た
い
。
自
治
会
は
、
そ
の
た
め
の

住
民
同
士
の
、
そ
し
て
行
政
と
の

橋
渡
し
役
に
な
れ
れ
ば
と
思
う
。

今
回
の
課
題
も
同
様
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。
　
（
文
責
　
中
岡
章
）

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
生
活
が
増
え
ま
し
た
。

ま
た
九
月
に
は
デ
ジ
タ
ル
庁
が
新

設
さ
れ
、
行
政
の
手
続
き
も
益
々
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
自
治
会
に
お
い
て

も
紙
や
掲
示
板
以
外
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
情
報

が
取
れ
た
り
、
意
見
を
書
い
た
り
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
い
人
に
も
、
も
っ
と
根
本
を
知
っ

て
も
ら
い
、
自
治
会
の
活
動
に
も
参

加
し
て
頂
け
る
よ
う
考
え
て
お
り

ま
す
。

内
容
に
関
し
て
は
皆
さ
ま
の
ご

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
お
聞
き
し
な

が
ら
制
作
し
て
い
く
予
定
で
す
。
是

非
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

誰
に
で
も
使
え
る
、
デ
ジ
タ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
人

と
人
を
繋
げ
る
。

根
本
自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

単
な
る
情
報
提
供
だ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る

双
方
向
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
す
。

小
集
団
の
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
住
民
間
の
新
し
い

出
会
い
や
繋
が
り
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

根
本
自
治
会
か
ら
の
知
ら
せ

国
府
神
社
の
年
末
年
始

例
年
通
り
「
国
府
神
社
の
年
末
年

始
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

皇
大
神
宮
御
神
符
頒
布
は
十
二
月

二
十
一
日
～
二
十
六
日
十
時
～
十
三

時
。
お
焚
き
上
げ
は
、
十
二
月
二
十
九

日
十
時
～
十
二
時
。

初
詣
へ
の
対
応
は
、
十
二
月
三
十

一
日
二
十
一
時
～
元
旦
二
時
ま
で
。

三
が
日
は
十
時
～
十
三
時
、
開
門
と

の
こ
と
で
す
。（
神
社
総
代
よ
り
）

新
年
会
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
の
勢
力
が
弱
ま
っ
た
と

は
言
え
、
マ
ス
ク
着
用
や
黙
食
が

不
可
欠
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
令
和

四
年
の
新
年
会
も
中
止
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

不
審
者
情
報
に
つ
い
て

自
治
会
エ
リ
ア
内
で
不
審
者
の

情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
行
政

と
警
察
と
連
絡
を
と
っ
て
、
指
導
を

お
願
い
し
た
り
、
注
視
し
て
お
り
ま

す
。
事
件
性
の
恐
れ
を
見
た
り
感
じ

た
方
は
、
す
ぐ
に0

4
7
-
3
7
0
-
0
1
1
0

（
市
川
警
察
）
ま
で
ご
連
絡
を
願
い

ま
す
。

消
防
団
か
ら
の
注
意
喚
起

コ
ロ
ナ
渦
で
、
在
宅
時
間
が
長
く

な
っ
た
事
と
、
家
庭
内
で
の
火
気
の

使
用
が
増
え
た
こ
と
で
、
市
内
の
火

災
事
故
が
大
幅
に
増
加
し
、
人
命
に

か
か
わ
る
事
例
も
増
え
て
い
る
と

の
事
。
特
に
食
事
に
か
か
わ
る
時
間

デジタルコミュニケーションで
新しい地域活動を

現在テストサイトを立ち上げています。左記の
ＱＲコードもしくは
https://nemotoclub.comから、ご覧になれます。

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
で

よ
り
よ
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
創
る

帯
で
の
火
災
発
生
が
多
い
。
こ
れ
か

ら
寒
さ
と
乾
燥
の
季
節
、
火
気
の
使

用
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る

ご
注
意
を
下
さ
い
と
の
こ
と
。

地
域
ネ
コ
に
毛
布
の
提
供
を

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
に
向
け

て
、
自
治
会
管
理
の
地
域
猫
の
暖
房

用
毛
布
を
取
り
替
え
て
い
ま
す
。
ご

提
供
い
た
だ
け
る
方
は
、
月
曜
日
午

前
中
に
自
治
会
館
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
　
（
以
上

文
責
　
中
岡
章
）

※
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア

は
右
記
の
テ
ス
ト
サ
イ
ト
か
ら
メ

ー
ル
で
送
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

（
文
責
　
関
口
克
之
）


